
市内在住。日展入選、山口
県書道連盟展大賞、蘭亭
書道展王羲之大賞などを
受賞。現在、西日本学生書
道会会長として、後進の育
成に力を注いでいる。

美術部門・書
書家 中村 橙香 さん

草
の
反
り
赤
と
ん
ぼ
う
の
重
さ
ほ
ど

※
敬
称
略
　

芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
者

芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い
水
準
の
創
作
活
動
を
続
け

て
い
る
将
来
性
が
あ
る
個
人
、団
体
に
授
与
す
る
も
の

大
賞
　
絵
画

▲花狼藉

芸
術
文
化
祭
受
賞
者

大
賞
　
俳
句
　
岡
本
恒
子

市
長
賞
　
写
真

ほ
と
ば
し
る
梨
の
果
汁
の
み
づ
み
づ
し
爺
は
刻
ん
で
孫
は
丸
ご
と

市
長
賞
　
短
歌
　
藤
川
政
美

市
議
会
議
長
賞
　
書

教
育
長
賞
　
工
芸

【
題
名
】　
五
十
年
ぶ
り
の
上
高
地

市
議
会
議
長
賞
　
随
筆
　
藤
田
節
子

枯
れ
果
て
る
ま
で
が
旬
だ
と
素
を
生
き
る

教
育
長
賞
　
川
柳
　
中
村
芳
子

問文化振興課
（ ☎ 231-4691）SHIMONOSEKI ARTS AND CULTURE

書
を
続
け
て
50
年
の
節
目
に
、
素
晴
ら
し
い
賞
を

頂
き
、
そ
し
て
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
書

に
出
会
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
の
書
は
、

中
国
古
典
を
基
礎
と
し
た
伝
統
的
な
も
の
で
、空
間（
余

白
）の
白
の
美
し
さ
、
黒
の
線
の
鋭
さ（
線
質
）を
追
及

し
て
い
ま
す
。
作
品
を
生
み
出
す
苦
し
み
は
あ
り
ま
す

が
、
創
作
中
は
、
自
身
と
の
対
話
を
楽
し
む
瞬
間
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
書
道
展
に
出
展
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
力
強

い
作
品
を
見
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
自
身
の
書
の
姿
勢
に
良
い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
手
書
き
文
字
に
は
、
心
の
豊
か
さ
を
育
む
力
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
下
関
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
と
も
に
、
芸

術
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
助
け
と
な
る
よ
う
貢
献
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【美術部門】【文芸部門】

● 文化連合会長賞  赤木則夫（短歌）　
● 小中学生川柳優秀賞  梶原龍成、和田智成、本田奈菜美、山本遼真、中崎百合愛

【文芸部門】

【美術部門】
● 市文化協会長賞  上本雅（デザインイラスト）● 菊川文化協会長賞  長野睦（工芸）
● 豊田文化協会長賞  安藤亜沙美（絵画）　　　● 豊浦文化協会長  武久万里子（絵画）
● 豊北文化協会長  吉鹿雅彦（写真）　　　　　
● 審査員特別賞  須田良春（絵画）、齊藤敏江（書）、菊澤正樹（工芸）、井上節子（写真）、
　　　　　　　　国広由美子（デザインイラスト）

「
慣
れ
た
足
ど
り
」　
奥
田
純

「
袁
氏
別
業
」　
三
浦
正
美

「
飴
釉
ガ
ー
ゴ
イ
ル
」　
川
島
博
之

「
集
大
成
Ⅰ
」　
江
夏
勝
重
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